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道
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法
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和
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年
法
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八
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一
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志
津
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線
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本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
深
田
二
六
二
番
五
地

先
か
ら

同
郡
同
町
志
津
川
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深
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四
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番
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八
五
・
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七
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九
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道
路
法
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昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
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第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
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次
の
よ
う
に
道
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の
供
用
を

開
始
す
る
の
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す
る
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の
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係
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面
は
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成
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十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大

河
原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。
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成
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年
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城
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類
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名
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具
郡
丸
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町
筆
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南
山
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一
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か
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同
郡
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町
筆
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字
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南
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二
六
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二
十
九
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分
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道
路
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十
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法
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八
十
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）
第
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八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気

仙
沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
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に
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す
る
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津

川
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本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
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字
深
田
二
三
五
番
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か
ら

同
郡
同
町
志
津
川
字
深
田
一
五
七
番
二
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年

三
月
二
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
車
専
用
道
路
と

し
て
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
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び
宮
城
県
大

河
原
土
木
事
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所
に
お
い
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一
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路
の
種
類
及
び
路
線
名　

一
般
国
道
一
一
五
号

二　

指
定
す
る
道
路
の
部
分

　
　

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
下
南
山
二
〇
番
一
地
先
か
ら
伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
下
南
山
二
六
番
一
地
先
ま
で

三　

指
定
年
月
日　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号

　

道
路
占
用
料
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

道
路
占
用
料
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

道
路
占
用
料
規
程
（
平
成
九
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
二
十
号
中
「
バ
ス
待
合
所
並
び
に
こ
れ
に
」
を
「
バ
ス
停
留
所
に
」
に
、「
及
び
上
屋
」
を
「
、
上
屋
及

び
バ
ス
待
合
所
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
第
一
項
第
十
七
号
中
「
第
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
、」
を
「
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
、」
に
改
め
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号

　

昭
和
三
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
百
十
号
（
水
防
警
報
を
行
う
河
川
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
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二
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
渋
井
川
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

吉
田
川

左
　

岸　

南
川
合
流
点
か
ら
大
臣
管
理
区
間
境
ま
で

右

　

表
二
迫
川
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

田
尻
川

左
　

岸　

大
崎
市
国
道
四
号
橋
か
ら
江
合
川
合
流
点
ま
で

右

芋
埣
川

左
　

岸　

栗
原
市
忠
兵
衛
浦
橋
か
ら
二
迫
川
合
流
点
ま
で

右

　

表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

鹿
折
川

左
　

岸　

気
仙
沼
市
大
船
渡
線
か
ら
海
ま
で

右

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
四
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

利
府
町
野
中
南
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字
南
野
中
沢
四
十
三
番
地
の
百
九
十
三

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
五
号

　

平
成
三
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
七
号
（
県
立
都
市
公
園
の
設
置
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

九
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

三
号
中
「
岩
沼
市
下
野
郷
字
浜
」
の
下
に
「
四
六

－

三
四
三
、
四
六

－

三
四
四
、
四
六

－

四
四
七
、
四
六

－

四
四
八
、

四
六

－
四
四
九
、
四
六

－

四
五
四
、
四
六

－

四
五
六
、
四
六

－

四
五
八
、
四
六

－

四
六
〇
、
四
六

－

四
六
五
、
四
六

－
四
六
六
、」
を
、「
二
三
二

－

三
」
の
下
に
「
、
二
三
二

－

四
」
を
加
え
、「
、
二
四
三

－

一
、
二
四
三

－

四
、
二
四
三

－

五
」、「
、
二
四
三

－

一
四
」
及
び
「
、
二
四
三

－

三
七
」
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
六
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
築
士
の
免
許
を

取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

免
許
取
消
年
月
日

氏　
　

名

一
級
建
築
士
、
二

級
建
築
士
又
は
木

造
建
築
士
の
別

登
録
番
号

免
許
取
消
し
の
理
由

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

松
山　

勇
治

二
級
建
築
士

第
二
百
六
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

千
葉　

弥
助

二
級
建
築
士

第
五
百
二
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

芳
賀　

熊
一

二
級
建
築
士

第
五
百
三
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

山
内　

幸
治

郎

二
級
建
築
士

第
五
百
三
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

米
倉　

直
四

郎

二
級
建
築
士

第
五
百
三
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

川
村　

一

二
級
建
築
士

第
六
百
四
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

飯
田　

栄
エ

二

二
級
建
築
士

第
九
百
九
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

岩
木　

夛
利

藏

二
級
建
築
士

第
千
四
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

國
分　

邦
初

二
級
建
築
士

第
千
七
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

今
村　

千
助

二
級
建
築
士

第
千
六
百
九
十
八

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

庄
子　

博

二
級
建
築
士

第
千
九
百
四
十
七

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

柴
田　

廣
喜

二
級
建
築
士

第
二
千
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

佐
藤　

己
吉

二
級
建
築
士

第
二
千
九
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

及
川　

元
藏

二
級
建
築
士

第
二
千
百
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

安
達　

久
五

郎

二
級
建
築
士

第
二
千
百
二
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

志
田　

養
四

郎

二
級
建
築
士

第
二
千
百
三
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

櫻
井　

甲
治

二
級
建
築
士

第
二
千
二
百
三
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

條
川　

章

二
級
建
築
士

第
二
千
五
百
五
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

遊
佐　

重
四

郎

二
級
建
築
士

第
二
千
七
百
四
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

小
松　

忠
雄

二
級
建
築
士

第
二
千
九
百
九
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

熊
谷　

和
夫

二
級
建
築
士

第
三
千
二
百
二
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

小
野
寺　

正

孝

二
級
建
築
士

第
三
千
三
百
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

桜
井　

光
一

二
級
建
築
士

第
三
千
三
百
三
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

寺
田　

信
行

二
級
建
築
士

第
三
千
四
百
七
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

及
川　

喜
男

二
級
建
築
士

第
三
千
四
百
八
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

佐
藤　

哲
郎

二
級
建
築
士

第
三
千
五
百
九
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

菅
原　

忠
夫

二
級
建
築
士

第
三
千
五
百
九
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

蛎
崎　

褜
雄

二
級
建
築
士

第
三
千
八
百
五
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

菅
原　

良
孝

二
級
建
築
士

第
四
千
六
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

日
下　

實

二
級
建
築
士

第
四
千
百
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

及
川　

正

二
級
建
築
士

第
四
千
百
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

延
澤　

昭
一

二
級
建
築
士

第
四
千
百
五
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

熊
谷　

敬
男

二
級
建
築
士

第
四
千
百
六
十
一

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

飯
渕　

康
裕

二
級
建
築
士

第
四
千
二
百
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

米
沢　

豊
郎

二
級
建
築
士

第
四
千
三
百
二
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

浅
野　

英
夫

二
級
建
築
士

第
四
千
五
百
六
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

那
須
野　

弥

司
男

二
級
建
築
士

第
四
千
七
百
六
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

阿
部　

長
市

二
級
建
築
士

第
四
千
八
百
九
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

小
野
寺　

敬

二
級
建
築
士

第
五
千
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

小
野
寺　

進

二
級
建
築
士

第
五
千
二
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

佐
藤　

仁

二
級
建
築
士

第
五
千
二
百
五
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

阿
部　

良
悦

二
級
建
築
士

第
五
千
二
百
八
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

高
橋　

將
泰

二
級
建
築
士

第
五
千
六
百
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

高
橋　

敏
夫

二
級
建
築
士

第
六
千
百
二
十
五

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

槻
田　

芳
夫

二
級
建
築
士

第
六
千
四
百
六
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

堀
籠　

稲
夫

二
級
建
築
士

第
六
千
七
百
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

畑
中　

善
一

二
級
建
築
士

第
六
千
八
百
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

細
田　

孝
夫

二
級
建
築
士

第
六
千
八
百
四
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

伊
東　

啓

二
級
建
築
士

第
六
千
八
百
五
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

引
地　

信
行

二
級
建
築
士

第
六
千
九
百
六
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

小
野
寺　

良

之

二
級
建
築
士

第
七
千
四
百
四
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

赤
間　

信
一

二
級
建
築
士

第
七
千
六
百
三
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

熊
谷　

昭
一

二
級
建
築
士

第
八
千
百
九
十
八

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

菊
池　

英
一

二
級
建
築
士

第
八
千
六
百
二
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

庄
司　

清
伍

二
級
建
築
士

第
八
千
六
百
八
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
三
月
十

五
日

高
野　

貞
夫

二
級
建
築
士

第
九
千
八
百
八
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
七
号

　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
同
項
に
規
定
す
る
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

適
合
性
判
定
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性

判
定
の
業
務

　
　

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
の
全
部

二 　

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
の
業
務
の
開
始
の

日

　
　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号

　

平
成
二
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号
（
手
数
料
条
例
第
二
条
第
一
項
の
表
二
百
九
十
九
の
項
１
イ
の
知
事

が
指
定
す
る
者
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

「
二
百
九
十
九
の
項
１
イ
」
を
「
三
百
四
の
項
１
イ
」
に
改
め
、
第
一
号
中
「
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
建
築
物
調
査
機
関
（
業

と
し
て
、
建
築
物
を
設
計
し
、
若
し
く
は
販
売
し
、
建
築
物
の
販
売
を
代
行
し
、
若
し
く
は
媒
介
し
、
又
は
新
築
の
建

設
工
事
を
請
け
負
う
者
に
支
配
さ
れ
て
い
な
い
者
に
限
る
。
以
下
「
登
録
建
築
物
調
査
機
関
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、

第
二
号
中
「
及
び
登
録
建
築
物
調
査
機
関
」
を
削
る
。

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

宮
城
郡
利
府
町
利
府
字
新
神
明
前
十
番
一
、
十
一
番

一
、
十
二
番
一
、
十
四
番
、
十
五
番
、
十
六
番
、
十
八
番
、

十
九
番
一
、
二
十
番
一
、
三
十
五
番
一
、
三
十
六
番
一
、

三
十
七
番
、
三
十
八
番
、
四
十
番
、
六
十
七
番
、
六
十
八

番
、
六
十
九
番
、
七
十
番
、
七
十
一
番
、
同
字
神
明
前
二

番
二
、
八
番
二
、
同
字
大
町
八
十
二
番
四
、
八
十
二
番
五
、

八
十
四
番
二
、
八
十
六
番
三
、
八
十
八
番
二

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
一
丁
目
七
番
地
の
一

 

株
式
会
社
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
塩
浪
二
十
五
番
十
四

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
古
館
百
十
三

－

一　

さ
く
ら
三

十
九

 

千
葉　

和
宏　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
保
守
点
検
業
務　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

オ
ム
ロ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
東
北

支
店　

仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
二
番
十
五
号

五　

落
札
金
額　

五
千
八
百
八
十
六
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
九
年
二
月
三
日

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
等
運
用
保
守
業
務　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日

四 　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

日
本
電
気
（
株
）
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央

四
丁
目
六
番
一
号

五　

契
約
金
額　

四
千
百
六
十
四
万
四
百
八
十
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七 　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の

二
第
一
項
第
二
号
該
当

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

青
木
ま
り
え
後
援
会

青
木
満
里
惠

福
島
和
州
太
郎

石
巻
市
泉
町
二

－

一

－

一
二

平
成
二
十
九
年

 

二
月
二
十
日

伊
藤
栄
後
援
会

鎌
田　
　

博

伊
藤　

利
子

登
米
市
登
米
町
小
島
東
針
田
一
一
三

平
成
二
十
九
年

 

一
月
三
十
日

及
川
圭
助
後
援
会

及
川　

圭
助

及
川　

圭
助

登
米
市
南
方
町
狼
掛
一
五
一

－

一

平
成
二
十
九
年

 

二
月
七
日

佐
藤
の
り
ひ
ろ
後
援
会

雫
石　
　

巌

佐
藤　

寛
敏

東
松
島
市
大
曲
字
小
脇
浦
七
四

－

五

平
成
二
十
九
年

 

二
月
二
十
三
日

高
橋
正
俊
後
援
会

佐
藤　

友
理

高
橋　

英
子

富
谷
市
成
田
五

－

一

－

一

平
成
二
十
九
年

 

二
月
二
日

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
塩
釜
市
支

部

佐
藤　

光
樹

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

塩
竈
市
海
岸
通
一

〇

－

一
三

塩
竈
市
松
陽
台
三

－

一
四

－

六

平
成
二
十
八
年

 

五
月
十
五
日

代

表

者

の

氏

名

佐
藤　

光
樹

柏　
　

佑
整

会
計
責
任
者

の

氏

名

西
村　

勝
男

引
地　

利
男

平
成
二
十
八
年

十
二
月
二
十
三
日

自
由
民
主
党
利
府
町
支

部

櫻
井　

正
人

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

宮
城
郡
利
府
町
花

園
三

－

九

－

一

宮
城
郡
利
府
町
沢

乙
字
大
沢
西
九
〇

－

一

平
成
二
十
九
年

 

二
月
十
七
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

相
澤
栄
後
援
会

相
澤　
　

栄

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

富
谷
市
今
泉
上
中

田
一
一
二

黒
川
郡
富
谷
町
今

泉
字
上
中
田
一
一

二

平
成
二
十
八
年

 

十
月
十
日
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青
山
久
栄
後
援
会

武
山　

吉
夫

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

石
巻
市
あ
け
ぼ
の

一

－

三

－

五

石
巻
市
北
上
町
十

三
浜
字
大
指
四
八

－

二

平
成
二
十
九
年

 

二
月
二
十
六
日

秋
本
よ
し
の
り
後
援
会

秋
本　

好
則

政
治
団
体
の

名

称

秋
本
よ
し
の
り
後

援
会

秋
本
好
則
後
援
会

平
成
二
十
九
年

 

二
月
六
日

未
来
の
町
を
創
る
会

柳
井　

祐
介

代

表

者

の

氏

名

柳
井　

祐
介

駒
木
根
平
伸

平
成
二
十
九
年

 

二
月
十
五
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

丸
山　

博
之

田
中　
　

剛

一
清
会

山
城　

靖
夫

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

富
谷
市
日
吉
台
三

－

六

－

一
〇

黒
川
郡
富
谷
町
日

吉
台
三

－

六

－

一

〇

平
成
二
十
八
年

 

十
月
十
日

伊
藤
吉
浩
後
援
会

星　
　

紘
毅

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

登
米
市
南
方
町
後

高
石
一
六
五

－

二

登
米
市
南
方
町
苔

野
谷
地
五
〇

平
成
二
十
九
年

 

二
月
十
九
日

代

表

者

の

氏

名

星　
　

紘
毅

星　
　

佐
悦

会
計
責
任
者

の

氏

名

菅
原　

伝
久

星　
　

信
悟

う
み
か
わ
正
則
後
援
会

管
野　

健
蔵

会
計
責
任
者

の

氏

名

草
刈　

孝
三

鶴
巻　

光
三

平
成
二
十
九
年

 

一
月
一
日

小
川
ま
さ
よ
し
を
励
ま

す
会

佐
藤　

弘
喜

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

富
谷
市
東
向
陽
台

一

－

七

－

一
五

黒
川
郡
富
谷
町
東

向
陽
台
一

－

七

－
一
五

平
成
二
十
八
年

 

十
月
十
日

小
野
か
ず
お
後
援
会

小
野　
　

栄

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

亘
理
郡
亘
理
町
字

江
下
六

－
三
二

亘
理
郡
亘
理
町
字

悠
里
一

－

二
四

－

六

平
成
二
十
七
年

 

十
一
月
一
日

代

表

者

の

氏

名

小
野　
　

栄

鈴
木　
　

誠

門
脇
政
喜
後
援
会

門
脇　

政
喜

会
計
責
任
者

の

氏

名

門
脇
や
す
よ

平　
　

武
志

平
成
二
十
九
年

 
二
月
一
日

こ
れ
か
ら
の
石
巻
を
考

え
る
会

門
脇　

政
喜

会
計
責
任
者

の

氏

名

門
脇
や
す
よ

阿
部　

茂
雄

平
成
二
十
九
年

 
二
月
一
日

佐
藤
さ
と
る
後
援
会

白
鳥　

信
夫

代

表

者

の

氏

名

白
鳥　

信
夫

高
橋　

四
郎

平
成
二
十
九
年

 

二
月
一
日

佐
藤
庄
喜
後
援
会

佐
藤　

熊
夫

代

表

者

の

氏

名

佐
藤　

熊
夫

佐
藤　

富
雄

平
成
二
十
九
年

 

二
月
二
十
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

大
石　

保
男

佐
々
木
栄
夫

白
石
か
ら
政
治
と
平
和

を
考
え
る
会

佐
々
木
辰
哉

会
計
責
任
者

の

氏

名

山
内　

洋
介

佐
藤　
　

隆

平
成
二
十
九
年

 

二
月
二
十
日

税
理
士
に
よ
る
桜
井
充

を
支
援
す
る
会

上
杉　

廣
美

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の

区

分

国
会
議
員
関
係
政 

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
二
号
に

係
る
国
会
議
員
関

平
成
二
十
八
年

十
二
月
三
十
一
日

係
政
治
団
体

高
橋
正
俊
後
援
会
（
設

立
届
出
年
月
日　

平
成

二
十
三
年
二
月
二
十
五

日
）

佐
藤　

友
理

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

富
谷
市
成
田
五

－

一

－

一

黒
川
郡
富
谷
町
成

田
五

－

一

－

一

平
成
二
十
八
年

 

十
月
十
日

田
口
政
信
後
援
会

藤
浦　

静
夫

代

表

者

の

氏

名

藤
浦　

静
夫

鎌
田
喜
三
男

平
成
二
十
九
年

 

二
月
一
日

ち
ば
ま
さ
よ
し
後
援
会

今
野　

清
喜

代

表

者

の

氏

名

今
野　

清
喜

阿
部　

稲
雄

平
成
二
十
九
年

 

二
月
十
八
日

長
谷
川
る
み
後
援
会

長
谷
川
る
美

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

富
谷
市
富
ケ
丘
二

－

三
一

－

二
〇

黒
川
郡
富
谷
町
富

ケ
丘
二
丁
目
三
一

－

二
〇

平
成
二
十
八
年

 

十
月
十
日

本
田
敏
昭
後
援
会

本
田　

敏
昭

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

角
田
市
角
田
字
泉

町
九
八

角
田
市
角
田
字
中

島
下
二
九
三

平
成
二
十
九
年

 

二
月
一
日

代

表

者

の

氏

名

本
田　

敏
昭

鈴
木　

利
彦

会
計
責
任
者

の

氏

名

本
田　

敏
昭

竹
内　

信
治

三
浦
す
す
む
後
援
会

三
浦　
　

進

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

加
美
郡
加
美
町
字

大
門
一
九
五

－

四

加
美
郡
加
美
町
字

大
門
二
三
四

－

三

平
成
二
十
九
年

 

二
月
二
十
四
日

宮
城
県
商
工
政
治
連
盟

村
田
支
部

増
田　

敏
昭

代

表

者

の

氏

名

増
田　

敏
昭

大
沼　

克
巳

平
成
二
十
八
年

 

五
月
二
十
五
日

山
田
裕
一
後
援
会

一
條　

一
平

代

表

者

の

氏

名

一
條　

一
平

菊
地　

忠
久

平
成
二
十
九
年

 

二
月
十
五
日

若
生
ひ
で
と
し
後
援
会

若
生　

英
俊

会
計
責
任
者

の

氏

名

若
生　

英
俊

若
生　

明
子

平
成
二
十
九
年

 

二
月
十
三
日

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

伊
藤
栄
後
援
会
（
設
立
届
出
年
月
日　

平
成
二
十
年
十
二
月
十

七
日
）

鎌
田　
　

博

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日

う
え
の
良
を
育
て
る
会

上
野　
　

良

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

大
浪
俊
憲
後
援
会

渡
辺　
　

一

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日
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菊
地
八
朗
後
援
会

渡
辺　
　

勲

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日

西
條
榮
福
後
援
会

西
條　

禎
悦

平
成
二
十
九
年
二
月
五
日

さ
い
と
う
一
郎
後
援
会

鈴
木　

新
一

平
成
二
十
九
年
二
月
三
日

さ
ゆ
り
会

清
野　

貞
代

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日

三
陸
復
興
ま
ち
づ
く
り
会
議

山
﨑　
　

哲

平
成
二
十
九
年
二
月
三
日

高
橋
正
俊
後
援
会
（
設
立
届
出
年
月
日　

平
成
二
十
三
年
二
月

二
十
五
日
）

佐
藤　

友
理

平
成
二
十
九
年
二
月
一
日

山
﨑
哲
後
援
会

山
﨑　
　

哲

平
成
二
十
九
年
二
月
三
日

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
五
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
六
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
七
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
八
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

伊
藤
栄
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. １

. 20（
28. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

伊
藤
栄
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. １

. 20（
28. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

高
橋
正
俊
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. １
（
29. ２

. １
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

伊
藤
栄
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. １

. 20（
28. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

菊
地
八
朗
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. 27（
28. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

高
橋
正
俊
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. １
（
29. ２

. １
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 
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お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

う
え
の
良
を
育
て
る
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
上
野
　
　
良

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
登
米
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
29. ２

. 22（
29. １

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

山
﨑
哲
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
山
﨑
　
　
哲

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
29. ２

. ３
（
29. ２

. ３
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

伊
藤
栄
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. １

. 20（
28. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

大
浪
俊
憲
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. 16（
28. 12. 16解

散
）

１
　
収
入
総
額

103 

　
　
　
前
年
繰
越
額

103 

２
　
支
出
総
額

103 

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

103 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

103 

菊
地
八
朗
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. 22（
28. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

西
條
榮
福
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. ３
（
29. ２

. ５
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

さ
い
と
う
一
郎
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. ９
（
29. ２

. ３
解
散
）

１
　
収
入
総
額

5,196 

　
　
　
本
年
収
入
額

5,196 

２
　
支
出
総
額

5,196 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

5,196 

　
　
　
個
人
分

5,196 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

5,196 

　
　
　
組
織
活
動
費

5,196 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

5,196 

さ
ゆ
り
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. ７
（
28. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

466 

　
　
　
前
年
繰
越
額

466 

２
　
支
出
総
額

466 

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

466 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

466 

三
陸
復
興
ま
ち
づ
く
り
会
議



（11）　平成29年３月24日　金曜日 第2844号宮　　城　　県　　公　　報

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
九
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
三
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

異
動
事
項

新

旧

　

異
動
年
月
日

三
浦　
　

進

三
浦
す
す
む
後
援 

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

加
美
郡
加
美
町
字
大

門
一
九
五

－

四

加
美
郡
加
美
町
大
門

二
三
四

－

三

平
成
二
十
九
年

 

二
月
二
十
四
日

〇
宮
選
管
告
示
第
三
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
及
び
同
項
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
、次
の
と
お
り
資
金
管
理
団
体
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
及
び
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

報
告
年
月
日
　
29. ２

. ３
（
29. ２

. ３
解
散
）

１
　
収
入
総
額

110,124 

　
　
　
前
年
繰
越
額

110,124 

２
　
支
出
総
額

0 

高
橋
正
俊
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. １
（
29. ２

. １
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

う
え
の
良
を
育
て
る
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
上
野
　
　
良

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
登
米
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
29. ２

. 22（
29. １

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

西
條
榮
福
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. ３
（
29. ２

. ５
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

さ
い
と
う
一
郎
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. ９
（
29. ２

. ３
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

三
陸
復
興
ま
ち
づ
く
り
会
議

報
告
年
月
日
　
29. ２

. ３
（
29. ２

. ３
解
散
）

１
　
収
入
総
額

110,124 

　
　
　
前
年
繰
越
額

110,124 

２
　
支
出
総
額

0 

高
橋
正
俊
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. １
（
29. ２

. １
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

山
﨑
哲
後
援
会

報
告
年
月
日
　
29. ２

. ３
（
29. ２

. ３
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 



第2844号　平成29年３月24日　金曜日 （12）宮　　城　　県　　公　　報

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

取
消
年
月
日

山
﨑　
　

哲

山
﨑
哲
後
援
会

平
成
二
十
九
年
二
月
三
日

㈡　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日　
　
　

上
野　
　

良

う
え
の
良
を
育
て
る
会

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

公
安
委
員
会

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
八
四
〇
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
十
日
付
け
）
中

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
37号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年

法
律
第
105号

）
第
99条

の
２
第
４
項
第
１
号
イ
及
び
第
99条

の
３
第
４
項
第
１
号
イ
の

規
定
に
よ
り
，
技
能
検
定
員
資
格
審
査
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
29年
３
月
24日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
相
澤
　
博
彦
　
　

１
　
資
格
審
査
の
種
類
，
期
日
及
び
場
所

資
　
格
　
審
　
査
　
の
　
種
　
類

資
格
審
査
の
期
日

資
格
審
査
の
場
所

　
新
た
に
技
能
検
定
員
の
資
格
又
は
教
習
指
導
員

の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

平
成
29年
５
月
10日
か
ら

平
成
29年
７
月
31日
ま
で

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字

高
倉
65番
地

宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー

　
現
に
技
能
検
定
員
，
教
習
指
導
員
で
あ
る
者
が

準
中
型
自
動
車
免
許
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
免
許

に
係
る
技
能
検
定
員
の
資
格
又
は
教
習
指
導
員
の

資
格
を
追
加
し
て
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

　
新
た
に
大
型
，
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
及
び

普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の

資
格
又
は
教
習
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
者
で
平
成
28年
，
29年
度
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修
了
し
た
こ
と
等
に
よ

り
資
格
審
査
の
一
部
科
目
が
免
除
と
な
る
者

　
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修

了
し
た
こ
と
等
に
よ
り
資
格
審
査
の
全
科
目
が
免

除
と
な
る
者

２
　
資
格
審
査
申
請
手
続

　
⑴
　
受
付
期
間

　
　
 　
平
成
29年
３
月
24日
（
金
）
か
ら
平
成
29年
４
月
14日
（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
５
時
15分
ま

で
（
土
曜
，
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）

　
⑵
　
受
付
場
所

　
　
　
仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
高
倉
65番
地

　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
　
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

　
⑶
　
資
格
審
査
申
請
用
紙
の
配
布

　
　
ア
　
配
布
期
間

　
　
　
 　
平
成
29年
３
月
24日
（
金
）
以
降
（
土
曜
，
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）
の
午
前
８
時
30分

か
ら
午
後
５
時

15分
ま
で

　
　
イ
　
配
布
場
所

　
　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
）

３
　
そ
の
他

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
，
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
。

　
　
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
　
022－

373－
3601（

内
線
221，

222）

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
42号

　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
122号

）
第
38条

第
１
項
に
規
定

す
る
少
年
指
導
委
員
を
平
成
29年
４
月
１
日
付
け
で
，
次
の
と
お
り
委
嘱
す
る
。

　
　
平
成
29年
３
月
24日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
相
澤
　
博
彦
　
　

活
　
動
　
区
　
域

少
年
指
導
委
員
の
氏
名
及
び
住
所

警
察
署
の
名
称
，
位
置

及
び
管
轄
区
域
に
関
す

る
条
例
（
昭
和
29年
宮

城
県
条
例
第
32号
）
別

表
に
規
定
す
る
宮
城
県

仙
台
中
央
警
察
署
の
管

轄
区
域

佐
　
野
　
　
　
覚
仙
台
市
青
葉
区
立
町
16番
14号

条
例
別
表
に
規
定
す
る

宮
城
県
塩
釜
警
察
署
の

管
轄
区
域

鈴
　
木
　
尚
　
美
宮
城
県
塩
竃
市
向
ヶ
丘
９
番
４
号



（13）　平成29年３月24日　金曜日 第2844号宮　　城　　県　　公　　報

ペ
ー
ジ

七

段下

行
後
ろ
か

ら
一　

　
　
　
　
　
　
　

正　
　
　
　
　
　
　

白
石
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）、
白
石
市
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　
　
　
　
　

誤　
　
　
　
　
　
　

白
石
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

〇
宮
城
県
公
報
第
二
八
四
一
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

三

段下

行
前
か
ら

二　
　

　
　
　
　
　
　
　

正　
　
　
　
　
　
　

仙
台
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）、
仙
台
市
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　
　
　
　
　

誤　
　
　
　
　
　
　

仙
台
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）


